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2014基本要求最終交渉（報告）

過重労働の撲滅・メンタル対策について、具体的改善策の回答を迫る！

職業訓練指導員、児童相談所等の人員問題、行政補助員制度を春闘交渉の場で引く続き追及 

自治労県職労は1月29日、2014年度基本要求の最終交渉を行い、次の前進点を確認し、今期の基本要求交渉を終結しました。（回答の概要は裏面）
＜今期交渉の到達点＞
①過重労働の撲滅について

総労働時間の短縮を進めるにあたり、職員の意識を変える手立てを考えるために、職員の意見を聴くことも含め今後検討する。総務室長会議で議論してから具体の内容を示すことを確認。

②時間外手当の再度の追加配当を行う。

③メンタルヘルス対策

　「県庁CHO～職員の健康増進に向けた取組み」の中でも、こころの健康づくりの推進を位置づけ進める。

④リハビリ勤務職員の傷害保険加入等の支援策については、組合と職員厚生課が話し合いを進めていくことを確認。

⑤職場環境の整備にあたっては、「労働安全衛生に意を用いる」と法令遵守の考え方を引き出す。

⑥人事給与システムの改修にあたり、視覚障害者への対応は可能な範囲で努力することを確認。

⑦施設整備については、本庁トイレのバリアフリー化などを進める。

＜残された主な課題＞
①内部管理業務(人事制度、経理処理、予算等)の抜本的な改革

②職業訓練指導員の欠員補充

③福祉職（児童相談所、生活保護担当）の増員

④短時間再任用・非常勤職員の複数配置職場の増員

⑤メンタル休職の復職後一定期間における代替職員の継続配置

⑥総合的なメンタルヘルス対策を確立するための産業医（精神科医）の専任化

⑦時間外における冷暖房の稼働等労働安全衛生課題
⑧安全を最優先にした庁用自動車の更新

⑨災害発生に関する労働条件についての労使協定

⑩職員のモチベーションが維持できる昇任・昇格

⑪産業技術センターの独立行政法人化の阻止

⑫雇用と年金の接続に向けた再任用制度の整備

⑬行政補助員制度の抜本的な見直し

⑭臨任・非常勤職員の雇用確保、労働条件の改善

⑮障害を持つ職員の職場環境等の整備・改善

自治労県職労は、今期交渉の回答を足がかりに、残された継続課題を春闘につなげ、運動や交渉を強化していきます。
◇欠員状況（今年1月）：204人（昨年1月190人）

　○事務・技術：１８９人（１７６人）※印は、欠員対応

・一般事務　　　　　８５（６２）※臨任７０、非常勤６、兼務１

日々雇用７、検討中１

・職業訓練指導員　　２３（２６）※臨任

　・福祉職　　　　　　３２（３７）※臨任３０、非常勤１、

日々雇用１

　・保健師　　　　　　　６（　５）※臨任５、日々雇用１

　・看護師　　　　　　　６（　６）※臨任５、非常勤１

　・専任教員　　　　　　３（　０）※臨任　

・医師　　　　　　　　４（　２）※非常勤３、兼務１

　・歯科医師　　　　　　１（　１）※兼務１

・機械　　　　　　　　１（　１）※非常勤１

・林業職　　　　　　　１（　２）※臨任

・農業職　　　　　　　１（　１）※臨任

・衛生監視　　　　　　１（　５）※臨任

　・と畜検査　　　　　　２（　６）※臨任

・化学検査　　　　　　４（　２）※臨任

・歯科衛生士　　　　　５（　３）※臨任

　・栄養士　　　　　　　１（　０）※臨任

・獣医師　　　　　　　３（　３）※臨任

　・大学教育職　　　　　２（　５）※今後採用２

　・建築　　　　　　　　１（　０）※臨任

・一般土木　　　　　　２（　１）※臨任

・農業土木　　　　　　２（　１）※臨任
・電気職　　　　　　　３（　２）※臨任

○現　業　職：１５人（１４人）※印は、欠員対応

　・調理職　　　　　　　４（　４）※臨任

　・農芸技能職　　　　　２（　２）※再任用１、非常勤１

　・電話交換職　　　　　３（　２）※臨任２、非常勤１

　・動物技能職　　　　　２（　２）※非常勤２

　・監視職　　　　　　　４（　４）※非常勤４

◇退職・採用（採用は、名簿搭載人数）

　○退職予定：184人（定年：147人、2号勧奨：37人）

　○採用予定：Ⅰ種230人、Ⅲ種31人、

免許職37人（福祉：17人、管理栄養士：1人、

薬剤師：8人、獣医師：8人、保健師：3人）

経験者18人

2014年度基本要求交渉結果

	項　目
	自治労県職労の主張
	労務統括官の回答（ゴシックは前進回答）

	過重労働・

不払い残業の撲滅
	・県労連賃金確定交渉で確認した総労働時間の短縮対策について、具体的な計画を示すこと。過労死水準を超える長時間労働は大きな問題。

・内部管理事務（人事制度、経理処理、予算等）を抜本的に是正すべき。

・時間外・休日労働に対する手当の全額支給。
	・総労働時間の短縮を進めるにあたっては、総務室長会議等の場で幹部職員に対し、着実な取組みを行うよう促す。
・職員の意識を変える手立てを考えるために、職員の意見を聴くことも含め検討したい。総務室長会議で議論してから具体の内容を示したい。

・予算調整業務について、職員に過重な負担が及ばないよう財政課に伝えた。

・時間外手当については12月に追加配当したが、今年度の特例として再度追加配当する。

	適正な人員配置
	・減らし過ぎの人員回復を。根拠のない削減は容認できない。

・職業訓練指導員の欠員補充。

・福祉職（児童相談所、生活保護担当）の大幅増員。

・短時間再任用職員や非常勤職員が複数配置されている職場の増員。

・メンタル不全による休職明けの一定期間、臨任職員の継続配置。
	・産業構造の転換や県民ニーズに対応するため、多様な任用形態を活用。職業訓練指導の任期付職員を募集し、現在選考を行っている。

・児童相談所等の福祉職について、来年度も必要なところには措置を行うと聞いている。

・復職後の人員の対応について、一つの仕事に複数の人員を配置することは困難。
・増要素：ヘルスケア・ニューフロンティア、本庁庁舎耐震化工事、児童虐待・生活保護受給世帯数の増加に伴う体制強化

・減要素：県税事務所・保健福祉事務所の再編統合、くらし安全指導員の見直し

	人事制度
	・職員のモチベーションが維持できる昇任昇格。

・人事評価システムの検証。
	・昇任昇格は能力や実績に基づき任命権者が行うものである。

・全国的に見ると県は、5級（副主幹級）以上の職員数が突出している。

	メンタルヘルス対策、労働安全衛生の確立
	・産業医を責任者とする専門家チームによる総合的体制の確立。

・メンタルヘルス対策への産業医の積極的な関与について、組合との協議の中で具体化を。産業医（精神科医）の専任化を求める。

・リハビリ勤務職員に対する傷害保険等の加入。

・職員の労働安全衛生を確保するために、時間外においても、冷暖房を稼働させること。労働安全衛生法令の遵守は当然の責任。

・自主運転する職員が危険を感じる庁用自動車の早急な更新。

・災害時における業務についての「労使協定」の締結に向けた協議。
	・メンタルヘルス対策は重要。「県庁CHO～職員の健康増進に向けた取組み」の中でも、こころの健康づくりの推進を位置づけ進めている。

・リハビリ勤務職員の傷害保険加入等の支援策については、職員厚生課と話し合いを。

・節電対策を実施するにあたっては、労働安全衛生に意を用いる。

・来年度の車両更新にあたり、庁舎課職員が現場に出向き、その実態を報告。適切な予算措置が講じられると考える。

・災害時の業務体制について、災害規模によってさまざまな状況があり、事前に労使協定を締結することについては、慎重に考えていく必要がある。

	行政システム改革・緊急財政対策
	・県税事務所や保健福祉事務所の再編統合について、県民サービスの低下、職員の負担増が予想される場合には、見直すこと。

・産業技術センターの地方独立行政法人化について、職員の同意も得ずに公務員身分を奪うことは、到底認められない。
	・産業技術センターについては、有識者会議の提言も尊重しながら、役割、機能、最も効率的なあり方を検討している。

・緊急財政対策は、ロードマップに沿って進めるが、職員の勤務条件に係ることは話し合っていく。

	臨任・非常勤・再任用職員の賃金・労働条件改善
	・行政補助員の雇用を脅かし、業務的にも混乱と非効率を招く現行制度を抜本的に見直すべき。

・臨任・非常勤職員について、一方的な雇い止めを行わないこと。

・均等待遇の原則による抜本的な労働条件の改善。

・雇用と年金の接続に向けた再任用制度の整備。
	・働く意欲のある人に広く門戸を開き、資格等を要しない補助的業務については、行政補助員を公募。

・県税事務所の再編統合により業務がなくなる行政補助員で、2回の更新に達していない人について、応募所属の制限を緩和する。

・業務があって任用がある。非正規職員の雇用確保を目的とした雇用はできない。

	ノーマライゼーションの推進
	・加齢による障害の重度化、二次障害に対応した人事制度の確立に向けた労使協議の場の設定を。

・混乱が生じている実態を踏まえ、視覚障害を持つ電話交換職員の職場への派遣職員の配置を見直すこと。

・視覚障害者が利用可能となるよう、人事給与システム等の改善を。

・本庁駐車場等の危険な路面の整備、入口にスロープや手すりの設置を。
	・派遣の導入にあたっては、労働者派遣法を遵守し、派遣契約において法令違反がないよう適切な対応を講じる。

・人事給与システムの改修にあたり、視覚障害者への対応は可能な範囲で努力する。

・本庁駐車場等の舗装、手すりの設置については、予算を伴うので難しいが、関係課に伝える。
・施設整備については、本庁トイレのバリアフリー化などを進めているところ。


スト批准投票を成功させよう！

投票期間：２月３日（月）～１２日（水）

最終集約：２月１８日（火）



















































◇欠員状況（今年1月）：204人（昨年1月190人）


　○事務・技術：１８９人（１７６人）※印は、欠員対応


・一般事務　　　　　８５（６２）※臨任７０、非常勤６、兼務１


日々雇用７、検討中１


・職業訓練指導員　　２３（２６）※臨任


　・福祉職　　　　　　３２（３７）※臨任３０、非常勤１、


日々雇用１


　・保健師　　　　　　　６（　５）※臨任５、日々雇用１


　・看護師　　　　　　　６（　６）※臨任５、非常勤１


　・専任教員　　　　　　３（　０）※臨任　


・医師　　　　　　　　４（　２）※非常勤３、兼務１


　・歯科医師　　　　　　１（　１）※兼務１


・機械　　　　　　　　１（　１）※非常勤１


・林業職　　　　　　　１（　２）※臨任


・農業職　　　　　　　１（　１）※臨任


・衛生監視　　　　　　１（　５）※臨任


　・と畜検査　　　　　　２（　６）※臨任


・化学検査　　　　　　４（　２）※臨任


・歯科衛生士　　　　　５（　３）※臨任


　・栄養士　　　　　　　１（　０）※臨任


・獣医師　　　　　　　３（　３）※臨任


　・大学教育職　　　　　２（　５）※今後採用２


　・建築　　　　　　　　１（　０）※臨任


・一般土木　　　　　　２（　１）※臨任


・農業土木　　　　　　２（　１）※臨任


・電気職　　　　　　　３（　２）※臨任


○現　業　職：１５人（１４人）※印は、欠員対応


　・調理職　　　　　　　４（　４）※臨任


　・農芸技能職　　　　　２（　２）※再任用１、非常勤１


　・電話交換職　　　　　３（　２）※臨任２、非常勤１


　・動物技能職　　　　　２（　２）※非常勤２


　・監視職　　　　　　　４（　４）※非常勤４


◇退職・採用（採用は、名簿搭載人数）


　○退職予定：184人（定年：147人、2号勧奨：37人）


　○採用予定：Ⅰ種230人、Ⅲ種31人、


免許職37人（福祉：17人、管理栄養士：1人、


薬剤師：8人、獣医師：8人、保健師：3人）


経験者18人
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